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株式会社日本政策金融公庫 

    

新たに６名の上級農業経営アドバイザーが誕生 

～上級アドバイザー合格者は累計79名に～ 

 

○○○○第９第９第９第９回回回回試験の合格者は試験の合格者は試験の合格者は試験の合格者は６６６６名名名名        

日本政策金融公庫（略称：日本公庫）農林水産事業が実施する「上級農業経営上級農業経営上級農業経営上級農業経営アドアドアドアド

バイザーバイザーバイザーバイザー」（※）の第９回試験（12月４日、５日実施、受験応募総数15名）の結果、

新たに６名の上級農業経営アドバイザーが誕生しました。 

合格者には、農業経営者の抱える高度な経営課題に対する適切なアドバイスや各地

域の農業経営アドバイザーへの助言指導を行う等の役割が期待されています。 

 

○○○○多様多様多様多様な業態で合格者な業態で合格者な業態で合格者な業態で合格者が誕生が誕生が誕生が誕生    

今回の試験における合格者の内訳は、税理士１名、金融機関職員２名、公庫職員３

名の計６名となっています。第１回から第９回試験までの通算で、上級農業経営アド

バイザー合格者は79名（税理士14名、金融機関職員29名、普及指導員３名、中小企業

診断士４名、公庫職員21名、その他８名）となりました。 

なお、次回、第10回試験は令和２年７月に受験者の募集を予定しています。 
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「上級農業経営アドバイザー制度」は、農業経営アドバイザーの上級資格として平成23

年に日本公庫が創設。農業経営アドバイザーのうち、アドバイス活動に関する十分な経験

を有し、難易度の高い経営課題に対して実践的なアドバイスが可能な、活動歴が３年以上

の者を受験対象としています。 

上級農業経営アドバイザーは、農業経営アドバイザーの模範として、その指導にリーダ

ーシップを発揮するとともに、６次産業化や新規就農、異業種からの農業参入、ブランド

化、海外展開、経営再建・事業再生等のより高度な経営課題に対して適切にアドバイスで

きる専門家として、農業者等への経営支援が期待されています。 

また、地域の農業経営アドバイザー間の連携において中核的な役割を担うとともに、各

種セミナーや研修会等の講師としても活動しています。 

 

 

 

 

 

 

ニュースリリース 



 

※お客様情報保護のため、ご相談内容の趣旨を損なわない範囲で公庫において生産品目等を一部変更しています。 

【６次産業化支援】 

～商品企画とブラン

ディングを支援～ 

アドバイザー属性：

経営コンサルタント 

〔アドバイザーへの相談内容〕 

・Ａ氏は自家農場で生産したブルーベリーをペーストに加工して直売所で

販売。すぐに完売するほど顧客の評価は高いが、加工は親子二人で行っ

ているため、製造個数が限られている。かかる状況の中、収益性向上に

向けた工夫と商品のブランディングについて、上級農業経営アドバイザ

ーであるコンサルタント会社社員のＢ氏に相談。 

〔アドバイザーの対応〕 

・商品の容器を瓶からパックに変更し、コスト削減を図ると同時に、ペー

ストを必要量だけ押し出せる仕様とすることで利便性向上を図った。 

・自家産ブルーベリーを手作りで加工していることを付加価値に変えるた

め、「農家が作ったもの」をアピールするシールの貼付を提案。 

・結果、地場産食品の取扱いに力を入れている地元のスーパーから声が掛

かり、好条件での取引に向けて商談が進んでいる。 

【事業承継支援】 

～人材不足に悩む農家

の事業承継を支援～ 

アドバイザー属性：

税理士 

〔アドバイザーへの相談内容〕 

・個人経営で水稲と野菜を栽培しているＣ氏は、経営規模の拡大に伴う人

材不足と後継者が決まっていないことが経営課題となっていた。 

・かかる中、将来的な事業承継を見据え、会社員の長男と大学生の長女が

農業経営に参画する計画があがり、家族が経営に参画する際の留意点な

どについて、上級農業経営アドバイザーである税理士のＤ氏に相談。 

〔アドバイザーの対応〕 

・家族が経営に参画する際は、家庭と農業経営の線引きを明確にすること

が望ましく、より明確に分離できる法人経営への移行を提案。 

・Ｃ氏の家族と協議を重ね、経営を法人化したうえで、相乗効果が期待で

きる事業部制（水稲部門：長男、施設野菜部門：長女）とした。 

・また、兄妹間の競争や経営からの脱退がないよう株式保有や経営方針な

どの重要事項はＣ氏、長男、長女の三者で協議するよう助言。 

・Ｄ氏のサポートにより平成 31 年３月に法人化。将来的な事業承継を視野

に入れ、更なる経営基盤の強化に向けて動き出している。 

【輸出支援】 

～ネット販売を活用し

た海外輸出を支援～ 

アドバイザー属性：

地方公共団体職員 

〔アドバイザーへの相談内容〕 

・Ｅ社は水稲、ヤマトイモ、野菜などを生産し、地域の特産のであるヤマ

トイモは、地元の老舗料亭などに直接販売している。 

・平成 30 年からは自社ホームページでネット販売を開始し、売行きは好調

であった。そこで、さらなるネット販売の活用に向けて、上級農業経営

アドバイザーである県普及指導員のＦ氏に相談。 

〔アドバイザーの対応〕 

・まずはネット販売の利用者を分析。その結果、購入者の約９割が国内在

住の外国人であること、特に中華圏の方に需要が高いことが分かった。 

・そこで、需要が見込まれる中華圏に向けたヤマトイモの販売を提案し、

外国語版のホームページを作成するなどの環境整備をアドバイス。 

・また、海外展開を見据え、県が主催する海外見本市への出展を勧奨。見

本市出展をきっかけに海外の複数の飲食店等との商談が進行している。 

別別別別    紙紙紙紙    上級上級上級上級農業経営アドバイザーの活動例農業経営アドバイザーの活動例農業経営アドバイザーの活動例農業経営アドバイザーの活動例    


